
 

 

 

 

 

今年度のとみさと協働塾は，「地域づくりスキルアップ講座」として，団体運営に必

要なスキルの習得と，塾生同士のつながりづくりを目的とし，まちづくりコーディネ

ーターの中村正明氏を塾長にお招きして５回の連続講座で実施します。  

 

第１回とみさと協働塾は？  

平成２８年１０月１日（土）に「市民活動について～実践者のお話，市民活動の現場

探訪～」をテーマに開催しました。  

 

☆講義☆  

「 市民活動とは」  

中村塾長よりテーマについてお話いただきました。  

 ・市民協働では，産官学民がお互いの情報をあまり知らない，市民活動団体同士で

もつながりがあまり無いといったことが課題となっています。  

 ・ 地域資源を生かした持続可能なまちづくりが大切です。  

自然や文化はもちろん，最近は人材といった地域資源にスポットを当てることが，

地方創生の大切なポイントの１つになっています。  

 ・地域のお祭りに関連し，市民活動団体が連携して地域の文化活動に対して補助金

を出すといった取り組みや町興しの会社を作っておもてなしスポットを運営 す

るといった取り組み，そして地域文化を伝えていくために学校と連携し，授業の

一部に組み込んでいる自治体もあります。  

 ・協働によるまちづくりでは，それぞれの主体（市民や市民活動団体，企業，学校，

行政など）が，お互いの役割を理解し，出来ることを持ち寄って作り上げていく

ことが大切です。  

 

講義の様子  
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「実践者のお話」  

佐々木順子さん（平成２７年度とみさと協働塾の修了者）より，市民活動に関わる

ようになったきっかけや，これまでの活動などについて，お話をいただきました。  

・協働のまちづくり推進委員会の委員を引き受けたことがきっかけです。それまで

は協働というものは全く知りませんでしたが，会議に参加したことで，富里市内

には色々な市民活動団体があることを知り，1 つ１つの団体の活動が富里市を支

えていることが徐々にわかってきて，もっと協働について勉強するために昨年度

のとみさと協働塾を受講しました。  

・協働のまちづくりを知る前は，まちの良さについて，交通の便や買い物の便利さ

というのを求めていて，まちを変えることが出来るのは行政や市議会など一部の

人達だと思っていました。その後，市民活動団体の話を聞いていく中で，富里市

ならではの地域の良いところを引き出すような取り組みをしている団体もあっ

て，もしかしたら自分もまちそのものを活気づけることが出来るかもしれないと

思い，市民活動にすごく興味を持つようになりました。  

・協働のまちづくり推進委員として関わってきた中で，市民活動団体が抱える課題

としては，団体の運営資金の問題や団体の担い手不足，団体の認知度の低さが挙

げられると思います。委員として会議だけでなく現場に出ることも大切だと思い，

現在は，ある市民活動団体の活動に参加させてもらっています。  

・自分が楽しむことはもちろん，色々な人にも楽しんでもらえるような企画を提案

して，富里の良さを発信し自慢できるまちづくりに取り組んでいければと考えて

います。  

 

実践者のお話の様子  

   

  



☆市民活動の現場探訪☆  

 当日は天候不順だったため現場探訪は行わず，始めに富里にプレーパークをつくり

隊代表の高木さんから，これまでの活動などについてお話しをいただき，その後，団

体メンバーの皆さんと一緒に，実際の活動の一部を体験しました。  

 【お話の内容の一部】  

 ・プレーパークを開催することに子どもたちが楽しみながら成長していく場として

の可能性を感じた。また，大人も一緒に成長していくことができるのではないか

と思い，現在は拠点づくりのため，荒れている里山を少しずつ整備しています。 

 ・幅広い世代の方に参加してもらえるように，団体情報を Facebook から情報発

信しています。今後は団体のホームページを開設する予定です。  

 ・活動拠点の整備が終了したら，小学校の遠足先の候補地として PR したり，出張

プレーパークを実施したりすることが出来ればと考えています。  

 

富里にプレーパークをつくり隊のお話，活動体験の様子  

   

 

☆ グループワーク☆  

 今年度のとみさと協働塾では，取り組む共通のテーマを設定し，全５回のグループ

ワークで意見を積み重ね，課題解決に向けた事業企画書の作成を目指します。  

 今回は，塾生の皆さんで富里市の地域資源について意見を出し合った後，富里市の

地域課題について意見を出し合いました。  

 様々な意見の中から，今年度は「人材育成によるまちづくり」を共通のテーマとし

て，今後のグループワークでも話し合いを進めていくこととなりました。  

 

グループワークの様子  

   

  



 

今回のとみさと協働塾では，市民活動について～実践者のお話，市民活動の現場

探訪～として，市民活動の実践をされている皆さんから，市民活動を始めたきっか

けや日頃の活動などについてのお話しを伺ったり，実際に活動の一部を体験したり

しました。  

塾生の皆さんからは，活動の継続には活動者の皆さんが楽しんでいるので続いて

いるのではといった感想や，良い取り組みなので関係部署などと情報交換や交流の

機会が増えれば，更に充実した活動や新たな可能性が広がっていくのではといった

意見がありました。  

実践者の方々からお話を伺ったことで，富里市における市民活動の実態や抱えて

いる課題を知ることができました。今後も市内を始め，様々な市民活動現場を訪ね

ることで，新たな市民活動や既存の活動の発展といった視点が見えてくると思いま

す。時間がある時には，積極的に足を運んでみましょう。  


